 (
記載例
)様式第８号（第９条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇〇月〇〇日　
　玉名市長　様
 (
直筆の場合は押印不要
※パソコン入力の場合は押印必要
)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　申請者　住所：　玉名市岩崎163
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　玉名　太郎　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：〇〇－〇〇〇〇　

老朽危険空家等除却促進事業補助金交付申請書

　玉名市老朽危険空家等除却促進事業補助金交付要綱第９条の規定により、下記のとおり関係書類を添えて補助金の交付を申請します。

記

	老朽危険空家等の所在地
	玉名市○○字○○163番地1

	老朽危険空家等の所有者
	玉名　太郎

	老朽危険空家等の構造、階数、面積等
	　　　　○○造　　○階建て　　○○㎡

	工事施工者
	会社名　○○○○

	予定工事期間
	令和　　 (
予定日を記入
)年　　月　　日から　　
令和　　年　　月　　日まで

	 (
補助対象工事の
金額
(
税抜
)
を記入
)除却に要する金額（A）（税抜）
（補助対象工事の金額を記入）
	円 

	国土交通大臣が定める上限額（B）
	 (
記入の必要なし
)円／㎡×　　　㎡＝　　　　円 

	補助対象経費（C）：
（A）と（B）の少ない方の額×0.8　
	　　　　　　　　　　円 

	補助金の額（D）：
（C）×2/3（1,000円未満切捨て）
	　　　　　　　　　　　円 

	補助金の限度額（E）
	　　　　　円 

	補助金交付申請額：
（（D）と（E）の少ない方の額）
	　　　　　　　　　円 


添付書類
　(1)　事業実施計画書（様式第９号）
　(2)　見積書の写し（内訳が記載されたものに限る。）
　(3)　工事施工者の建設業の許可書の写し又は解体工事業の届出書の写し
　(4)　老朽危険空家の平面図及び床面積求積図
　(5)　戸籍謄本等の写し（老朽危険空家が相続財産である場合に限る。）
　(6)　除却同意書（様式第１０号。老朽危険空家が複数人の共有又は相続財産である場合に限る。）
　(7)　委任状（様式第１１号。補助対象者から委任を受けた者が申請を行う場合に限る。）
　(8)　空家証明書（様式第１２号）
　(9)　暴力団関係者でない旨の誓約書（様式第１３号）
　(10) 除却後の跡地の管理を行う旨の誓約書（様式第１４号）
　(11) 滞納のない証明
  (12) その他市長が必要と認める書類

様式第９号（第９条関係）
 (
記載例
)
事業実施計画書

１　建物の規模
 (
用途
（住宅、店舗兼住宅等）
を記入
)　　　用　途（　　　　　　　　　　）
 (
構造
（木造、鉄骨造等）を
記入
)　　　構　造（　　　　　　　　造　）
 (
階数
を
記入
)階　数（　　　　　　階建て　）
 (
床面積
を
記入
)床面積（　　　　　　　　㎡　）　※申請書と同じ数値を記入

２　工事施工者
 (
工事施工者（法人）の名称及び代表者の氏名
)　⑴　氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）
　　　　○○　○○
 (
工事施工者（法人）の住所
)　⑵　住所　
　　　玉名市○○○
　⑶　☑　建設業の場合
 (
どちらか一方を
チェックし記入
)　　　　　許可番号　（　　　　　　　　　業）
　　　　　　　　　　（　　　　　　　大臣・知事　　　　　　　　　　号）
　　　□　解体工事業の場合
　　　　　　　　　　（　　　　　　　　 知事　　　　　　　　　　　 号）

 (
見積金額
（税抜）を
記入
)３　事業費
見積書の額（税抜）　　金　　　　　　　　　円

４　解体後の跡地利用について（予定）
 (
跡地利用予定について記入
例：駐車場として利用
)



 (
記載例
)様式第１０号（第９条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇〇月〇〇日　

　玉名市長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所：玉名市岩崎163
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：玉名　太郎　　　　　　　　　　　　

除却同意書

１　除却しようとする建物の場所
　　
玉名市○○字○○163番地1
 (
建物の所有者
（共有者）
又は相続権利者
)

 (
申請
人の氏名
)　私　　　　　　　　　　　は、玉名市老朽危険空家等除却促進事業補助金交付要綱第９条の規定に基づき、申請者　　　　　　　　　　　が上記の場所に存する私の所有する建物を除却することに同意します。
　なお、説明を受けた事項は、次のとおりです。
　⑴　除却しようとする建物が老朽危険空家等である現在の状況
　⑵　除却の工法及び安全処置
　⑶　玉名市老朽危険空家等除却促進事業補助金交付要綱

２　説明を受けた日　　　　　令和〇年〇〇月〇〇日

 (
住所と氏名、電話番号
を
記入
※
直筆の場合は
押印
不要ですがパソコン入力の場合は押印必要
（複数の場合は、
1
人につき本様式
1
枚を使用する。）
例：
2
人の場合は
2
枚
)３　除却しようとする建物の所有者又は相続権利者

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
　




※建物の所有者又は相続権利者が複数の場合は、全ての方の同意が必要です。
　相続権利者が複数の場合は、1人につき本様式1枚を使用してください。


 (
記載例
)様式第１２号（第９条関係）

空家証明書

＿　　　　＿＿＿区に所在する下記の建物は、おおむね１年以上使用されておらず、居住の用に供されていないことを証明します。


記


１　建物の所有者　　
玉名　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　建物の所在地　　
玉名市○○字○○163番地1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　建物の概要
 (
用途
（住宅、店舗兼住宅等）
を記入
)　　　　　　　　用　途（　　　　　　　　　）
 (
申請者記入欄
) (
構造
（木造、鉄骨造等）を
記入
)　　　　　　　　構　造（　　　　　　　造　）
 (
階数
を
記入
)階　数（　　　　　階建て　）
 (
床面積を記入
)床面積（　　　　　　　㎡　）



 (
区長
記入欄
)以下、区長記入欄

令和○年○○月○○日


 (
区長の住所を記入
)＿＿＿　　　　＿区区長
 (
区長の氏名を記入
)住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　


 (
記載例
)様式第１３号（第９条関係）

暴力団関係者でない旨の誓約書

　私は、下記のいずれにも該当する者でないことを誓約します。
　なお、市が必要な場合には、警察に照会することを承諾します。

記

１　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
２　暴力団員（法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
３　暴力団員であることを知りながら、その者を雇用し、又は使用している。
４　暴力団員であることを知りながら、その者と契約を締結している。
５　暴力団又は暴力団員に経済上の利益又は便宜を供与している。
６　暴力団又は暴力団員と社会通念上ふさわしくない交際を有する等社会的に非難される関係を有している。
７　暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している。


　　　令和○年○○月○○日


　玉名市長　様

 (
申請者の住所を記入
)
申請者　住　　所
 (
申請者の氏名、フリガナを記入
)
　　　　　　　　　　フリガナ
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　　○○年　○月　○日



 (
記載例
)様式第１４号（第９条関係）

除却後の跡地の管理を行う旨の誓約書

　私は、雑草の繁茂、廃棄物の投棄等が生じないように跡地の管理を適正に行うことを下記のとおり誓約します。

記

１　区長等近隣から苦情がないように管理する。
２　１の苦情があった場合は、直ちに現地を確認し、しかるべき対応を行う。


　　令和○年○○月○○日


　玉名市長　様

 (
申請者の住所を記入
)
申請者　住　　所　
 (
申請者の氏名、フリガナを記入
)
　　　　　　　　　　フリガナ　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　○○年　○月　○日
 (
電話番号を記入
)
　　　　　　　　　　電話番号　

 (
土地所有
者の住所を記入
)
土地所有者　住　　所　
 (
土地所有
者の氏名、フリガナを記入
)
　　　　　　　　　　フリガナ　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　○○年　○月　○日
 (
電話番号を記入
)
　　　　　　　　　　電話番号　


 (
記載例
)様式第５号（第４条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇〇月〇〇日　

　玉名市長　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所：　玉名市岩崎163
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  氏名：　玉名　太郎　　　　　　㊞

※印は、印鑑登録の印
紛争等が生じた場合の誓約書

　玉名市老朽危険空家等除却促進事業補助金交付要綱第９条第６号の除却同意書を下記の理由で提出できないため、玉名市老朽危険空家等除却促進事業補助金交付要綱第４条第２項第２号の規定に基づき、本書を提出します。
下記の老朽危険空家等の除却にあたり、紛争等が生じた場合は、私が責任を持って解決し、玉名市に対して一切の迷惑及び損害を与えないことを誓約します。

記

１　老朽危険空家等の所在地

　　玉名市○○字○○163番地1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　同意が得られていない関係権利者
	氏　　　名
	続　　　柄

	 (
同意の得られていない
相続人全員の氏名
　　もしくは
共有名義の氏名全員を
記入。
)
	 (
申請者との続柄を記入
)

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	



３　同意を得ることができない理由
 (
申請人が戸籍謄本等による追跡調査を必ず行ったうえで、それでも所在が分からない相続人が
いる
場合に
おいて、
その理由を記載。
)


※　印は、登録印を押印し、印鑑証明書１通を添付してください。


 (
記載例
)様式第１１号（第９条関係）

委任状

 (
委任
され
る人の氏名
) (
申請
人の氏名
)
　私　　　　　　　　　　　　は、都合により　　　　　　　　　　　　を受任者と定め、玉名市老朽危険空家等除却促進事業に係る申請その他一切の手続を委任します。

　
１　老朽危険空家等の所在地　

玉名市○○字○○163番地1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　受任者
 (
受任者（委任される人）の
住所、氏名（フリガナ）、生年月日、電話番号を記入
※直筆の場合は
押印
不要ですがパソコン入力の場合は押印必要
受任者が法人の場合は押印必須
)
住　　所

　　フリガナ
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　　　年　　月　　日

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
 (
委任した日付を記入
)　
　
３　委任者
令和〇年〇〇月〇〇日　

 (
委任者（申請人）の
住所、氏名（フリガナ）、生年月日、電話番号を記入
)住　　所

　　フリガナ
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　　　年　　月　　日

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　





